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平成30年6月表間勉強会(30年度)/ Ii'素間』至昌豆大論篇第七十四注第

吾牛韮毒事E M18.9"宵

-日時 :平成30年6月10日(日) ・会答 大阪府銭灸師会舘3隠
・講師:日本銀灸研究会代表篠原孝市先生

女医i董の日本2018年6月号 『臨床lζ活かす古典1'b73 校注Eのお話より

今 7素問，l J雲枢二の注で、なにが良いかと尋ねられたら、現在のちのであれば弱雲春(かくあいしゅ
ん}著 T黄帝内経雲間絞主主~ J黄帝内経素閉校主主語訳』、 『黄帝内経霊枢校注語訳』がある。ほかには山束
中医学院が音出していて、 今ち出ていると思う~1れどち、 7霊枢経校釈~ l'素問絞釈」がある。銭超塵(ぜ

んちょうじん)の新校本 『黄帝内経太素』ちある。

他に著者で(;1:張燦こう(ちょうさんこう，こう=王へんに甲)ち良い。 その辺りの人の著作が使うには良

い。日本語に訓読されているわけではないので、ちょっとそこは困るのだが、 それを自分で読む、のがいい

と思う。

7素問3や 7霊枢』よりちっと後の湾伐のちのであれば中国の 7中医吉籍霊逗筆書(ちゅういこぜきゼいり
そうしょ)~というのが結構、 賃が良いと思う。暴近の中国のちのは綬注本といってち、震の悪いちの力、吉

樗多いので、 目録だけで注文するのは危うい。 本を買う時は実物をみたほうが良いと思う。

一*一刻k一刻kー*ー

* 1重量悶よ至翼要大量音信第七十四注 第五十五章
帝日く(いわく}、蓄し(よし)。五鯨{ごみ}陰罵(いんよう9の用、何姐(いかん}、と。

帝が言った。 r才つかったJr薬物の五味¢刈宇用とその陰陽の別とは、どのようなちのかJ

厳伯(きはく)日く、辛目(しんかん)は号室散(はっさん)して隈と局る(なる)。畿苔(さんく)はi南港(ょうゼ
つ)して陰と昂る。

般伯が答える。

f辛味と包味{草、からだを温めて緩理(そうり)を開いて、そして熱を外に出してやる。?干を出すことによ
って祭が外に出る。それは陽の性格の薬であるj

f援昧と苔い昧lま、吐かぜたり、大小便を出さぜる。それは絵の性格の薬であるj

(島幸説)
王沫{おうひょう)という人は、涌濯の涌の意味を T素間iの五湾政大詮を引いて、ちのを吐かゼること
だと注をつけている。



鋭疎(かんみ)(孟涌漉して陰と昂る。淡昧(たんみ)は湯池(しんぜつ)して隠と鑓否。

(祭説)
王涼は、封書調宣{孟小便のことだと雲う。

7素間J至冥要大3章冨第七十四第二十一室に f淡をちって之を濯らすJという文章がある。これに王'*は
注をつけている。

『澄とは、渉濯をいう.7.1<の通り道の還りをよくしてやって、 それを小便として下へ出してやる。そうい

う方法をとるのだ。治療の効果、薬物の効果として、そのようになる。しかし酸味は熱とはいえども、ま

た用いて小便を利し、用いて伏水を去るなりJ

ここで王沫はこのように注を入れる。
『池lま湯池(しんtさつ)である。湯樹立、 汗および小便、お風呂{こ(~いって体をあつためるのもみんなふく

むJ

六の香、或い(あるい)はl波め(おさめ}、或いは散じ(さんじ}、或いは緩し(ゆるうし)、或いは急Iζし、
或いは燥かし(力、わかし)或いは潤し(うるおし}、或いは夏(ぜん)(ζし、或いは堅う(かとう}す。

(祭説)
7素間H霊祭主圭時議富第二十二にこれに騎遣する文章がある。
『辛(しん:からい，ぴりから)は散。震は般(しゅう)。芭は緩。 苔は堅。重量(かん :しおからい)は莫(ぜ

んやわらかい)J
『この五者{ま、辛酸包a;舗あり。おのおの利するところあり。あるいは叡じ、あるいはl投し、 あるいは緩
し、あるいは急す。あるいは堅(付ん)し、あるいは莫(ぜん)す。四時五蔵の病、五味よろしきところにした

がうJ (春夏秋冬に出てくるさまざまな五歳の病というちのは、それに一番かなう五味の作用をわきまえ
て、それにちとづいた治療を行う)

*数l誌発叡、収は収量章、緩は緩和、急は緊急、録は乾燥、潤は濡潟、実(ぜん)は柔軟、堅は堅賓のことで
ある。八種類の薬性を持つ。

利する所を以て(ちって)之れ(これ)を行い、冥の(その)毒事を調えて(ととのえて)、異れをして平{へい)
な6しむ、と。

適室の薬性によってこれを使用すれば、気を謁租さをて 『平J(こさゼること力てできる。

(祭説)
『毒IJJ l'内経詞興(だいけいしてん)~ という辞典によると、 『素間』震主主法時含篇第二十二を引いて

『室 ・適室(ぴったり透っているちの)Jの意味であるという。
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7ヨE閏』の森をさEいてみまゼんか。毎月休ま事努二日曜です。
いよいよ八月は年lζ一度の、 特別講義です.今年のテーマは T脈論口訣(みやくろんくけつ)の研究』につ
いてです。篠原先生のコメントをご紹介します。

『脈論口訣』は江戸時代1ζ忌ち広く流布した脈書であり、経絡治療創成期力、6よく読まれて、近年まで露
写版や皇E印本が何度ち出ています。ただ、その位置づ付や臨床的な読婦はなかなか重重しいように感じま
す。このたびはこれを考究して、少しでち理解が深まるようにしてみたいと思います@

(雲間勉強会世話人 東大阪出或松本政己)


